
大
阪
府
立
芥
川
高
等
学
校

東
北
３
泊
４
日


年

月

～

日
実
施
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の
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」

震
災
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生
徒
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た
い
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上
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岩
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２
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３
日
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日
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施
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農
家
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
も
う
れ
し
い

水谷正公教頭有田祐輔教諭西村蘭教諭

事
前
学
習
で
震
災
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
に

ま
と
め
て
、
文
化
祭
で
展
示
し
た

民泊先で牛の世話を体験。怖がっていた生徒
も徐々に慣れた手つきに
民
泊
先
で
実
際
に
出
荷
す
る
野
菜
の
種
ま

き
を
す
る
生
徒
た
ち

避
難
訓
練
で
、
震
災
学
習
で

学
ん
だ
こ
と
を
発
表

佐久間慎一教諭

畑
仕
事
で
の
収
穫
に
笑
顔

彦
根
城
で
の
記
念
撮
影

日
野
町
で
の
入
村
式

どんな料理ができあがるか

震災学習で山元町・中浜小学校を見学

　
京
都
、
大
阪
の
中
心
部
か

ら

分
あ
ま
り
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
な
が
ら
、
北
摂
の
山
々

の
豊
か
な
自
然
が
残
る
大
阪

府
高
槻
市
。
大
阪
府
立
芥
川

高
等
学
校（
河
方
智
基
校
長
）

は
、マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
目
立

つ
同
市
中
心
部
か
ら
は
少
し

離
れ
た
静
か
な
環
境
に
あ

る
。
２
年
生
全
員
が
地
元
の

老
人
ホ
ー
ム
で
実
習
を
行
う

な
ど
、
地
域
の
多
世
代
と
関

わ
り
を
持
つ
体
験
学
習
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、

海
外
か
ら
の
学
校
訪
問
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
た
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
専
門
コ
ー
ス
を
設

け
た
り
す
る
な
ど
国
際
理
解

教
育
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
同
校
は
国
際
理
解
教
育
の

観
点
か
ら
２
０
１
２
年
以

降
、
現
地
の
学
校
と
の
交
流

を
盛
り
込
ん
だ
台
湾
へ
の
修

学
旅
行
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
２
０
１
７
年
度
は
宿
泊

先
や
航
空
座
席
の
確
保
の
問

題
を
き
っ
か
け
に
、
「
真
の

国
際
的
な
視
野
は
日
本
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
第
一
」

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

が
想
定
さ
れ
る
地
域
と
し

て
、
被
災
地
で
学
ぶ
べ
き
」

と
の
観
点
か
ら
、
東
北
方
面

へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し

た
。
　

　
日
程
は

月

～

日
の

３
泊
４
日
。
１
日
目
に
宮
城

県
の
気
仙
沼
と
石
巻
、亘
理
、

山
元
の
４
エ
リ
ア
に
分
か
れ

て
の
震
災
学
習
、
１
日
目
の

夕
方
か
ら
３
日
目
の
朝
ま
で

は
岩
手
県
奥
州
市
で
の
農
家

民
泊
体
験
を
実
施
。
３
日
目

が
平
泉
・
中
尊
寺
の
参
拝
、

安
比
高
原
で
の
自
然
体
験
、

４
日
目
が
小
岩
井
農
場
散
策

と
宮
城
県
松
島
高
校
観
光
科

の
生
徒
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
宮

城
・
松
島
の
観
光
と
い
う
行

程
だ
。
「
震
災
学
習
を
充
実

さ
せ
た
い
、
同
年
代
と
の
交

流
、
東
北
の
文
化
体
験
を
し

た
い
と
の
考
え
が
あ
っ
た
」

と
話
す
の
は
学
年
主
任
の
有

田
祐
輔
教
諭
。
特
に
力
を
入

れ
た
震
災
学
習
は
、
４
コ
ー

ス
に
分
け
る
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
被
災
地
の
現
状
を
学

べ
る
よ
う
に
し
た
。

　
旅
行
の
事
前
学
習
と
し

て
、
国
語
科
や
家
庭
科
な
ど

で
東
北
を
題
材
に
授
業
を
行

っ
た
。
中
で
も
総
合
学
習
な

ど
多
く
の
時
間
を
割
い
た
の

が
、
震
災
学
習
に
向
け
た
調

査
学
習
だ
。
「
被
災
地
を
訪

れ
被
災
者
と
接
す
る
に
あ
た

り
、
事
前
事
後
学
習
を
し
っ

か
り
と
さ
せ
た
か
っ
た
」
と

有
田
教
諭
。
各
ク
ラ
ス
８
班

に
分
か
れ
て
震
災
に
関
す
る


の
テ
ー
マ
か
ら
一
つ
を
選

び
、
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

新
聞
や
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め

た
。
さ
ら
に
修
学
旅
行
前
に

行
っ
た
文
化
祭
や
保
護
者
説

明
会
で
掲
示
、
発
表
し
た
。

　
旅
行
当
日
、
あ
い
に
く
の

雨
天
と
な
っ
た
震
災
学
習
は

主
に
バ
ス
車
内
か
ら
の
被
災

地
見
学
と
な
っ
た
も
の
の
、

一
部
で
は
被
災
し
た
建
物
の

内
部
に
入
っ
て
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
バ
ス
車
内
で

地
元
の
語
り
部
ガ
イ
ド
と
事

前
学
習
の
知
識
を
生
か
し
て

や
り
取
り
し
た
り
、
被
災
建

物
内
で
被
災
当
時
の
映
像
な

ど
を
視
聴
し
た
り
す
る
中
で

多
く
の
生
徒
が
衝
撃
を
受
け

た
様
子
だ
っ
た
と
い
う
。

　
事
後
学
習
で
は
、
見
聞
し

た
被
災
地
の
状
況
や
現
地
で

の
感
想
な
ど
を
ま
と
め
、
全

校
防
災
訓
練
の
際
に
方
面
別

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
。
生
徒
の
発
表
の
中
に
は

「
被
害
が
ど
ん
な
に
大
き
く

て
も
、
そ
の
実
態
が
報
道
さ

れ
ず
、
知
ら
れ
な
い
ま
ま
の

町
も
あ
る
」「
被
災
後
に
対
策

を
立
て
る
の
で
は
な
く
、
震

災
前
に
こ
そ
防
災
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に

自
分
た
ち
の
住
む
高
槻
の

「
防
災
・
減
災
」
を
考
え
る

こ
と
に
取
り
組
み
、
日
頃
か

ら
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要

か
な
ど
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

　
修
学
旅
行
を
担
当
し
た
西

村
蘭
教
諭
は
「
震
災
に
つ
い

て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

を
『
我
が
こ
と
』
と
し
て
捉

え
、
さ
ら
に
発
信
す
る
側
に

な
っ
た
と
い
う
の
は
非
常
に

大
き
な
成
果
」と
強
調
す
る
。

　
両
教
諭
が
成
果
を
感
じ
た

の
は
震
災
学
習
だ
け
で
は
な

い
。
旅
行
会
社
の
提
案
で
組

み
込
ん
だ
農
家
民
泊
も
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
有
意
義
だ
っ

た
と
振
り
返
る
。「
普
段
内
々

の
人
間
関
係
に
終
始
し
て
い

る
生
徒
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
に
は
い

い
体
験
に
な
る
と
考
え
た
」

と
西
村
教
諭
。
有
田
教
諭
も

「
町
の
喧
騒
か
ら
も
携
帯
電

話
や
お
金
か
ら
も
離
れ
て
、

便
利
で
何
で
も
完
結
す
る
高

槻
と
は
全
く
違
う
環
境
に
触

れ
て
ほ
し
か
っ
た
」と
話
す
。

　
生
徒
た
ち
は
牛
の
世
話
や

キ
ウ
イ
の
収
穫
、
野
菜
の
種

ま
き
作
業
と
い
っ
た
生
業
体

験
の
ほ
か
、「
が
ん
づ
き
」
な

ど
の
郷
土
菓
子
づ
く
り
、
大

き
な
家
屋
な
ら
で
は
の
玄
関

で
の
卓
球
な
ど
、
普
段
の
生

活
と
は
１
８
０
度
違
う
時
間

を
過
ご
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
に

逃
げ
て
ほ
し
く
な
い
と
携
帯

電
話
を
回
収
し
た
２
日
間
だ

っ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
離
村

式
後
に
「
ケ
ー
タ
イ
が
な
い

の
に
気
づ
か
な
か
っ
た
」
と

言
う
ほ
ど
、
民
泊
先
で
の
生

活
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
り
、
時

間
に
追
わ
れ
ず
の
び
の
び
過

ご
し
た
。
「
『
自
分
た
ち
が

ケ
ー
タ
イ
が
な
く
て
も
生
活

で
き
る
ん
だ
』
と
い
う
驚
き

も
あ
っ
た
よ
う
だ
」
（
有
田

教
諭
）
。
受
け
入
れ
家
族
の

温
か
さ
、
そ
し
て
各
家
庭
で

食
べ
る
白
い
ご
飯
や
果
物
の

お
い
し
さ
に
感
動
し
、
生
徒

の
９
割
が
肯
定
的
な
事
後
感

想
を
書
い
て
い
た
と
い
う
。

　
理
想
の
修
学
旅
行
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、
有
田
教
諭
は

「
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
、
人
と
し
て

一
皮
む
け
る
こ
と
が
で
き
る

旅
」
、
西
村
教
諭
は
「
『
楽

し
か
っ
た
』で
終
わ
ら
な
い
、

財
産
に
な
る
学
び
が
あ
る

旅
」
と
話
し
た
。

　
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
に
あ

る
向
上
高
校
（
直
理
賀
一
校

長
）
は
今
年
創
立
１
０
８
年

を
迎
え
る
、
県
下
有
数
の
歴

史
あ
る
学
校
だ
。
「
明
」

（
影
の
な
い
心
）
、
「
浄
」

（
け
が
れ
の
な
い
心
）
、

「
直
」
（
素
直
で
正
直
な
、

ま
っ
す
ぐ
な
心
）
を
校
訓
に

掲
げ
、
「
『
あ
な
た
の
夢
、

応
援
し
ま
す
』
と
い
う
の
が

基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
」
と
水

谷
正
公
教
頭
は
い
う
。

　
全
校
生
徒
数
は
１
６
２
０

人（
う
ち
女
子
７
６
２
人
）。

内
訳
は
１
年
生
５
０
５
人

（
同
２
５
８
人
）
、
２
年
生

５
８
０
人（
同
２
６
７
人
）、

３
年
生
５
３
５
人
（
同
２
３

７
人
）
。

　
学
力
の
伸
長
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
国
際
交
流
や
奉
仕
活

動
を
通
じ
た
心
の
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
の
た

め
修
学
旅
行
と
い
う
言
葉
は

使
わ
ず
「
『
心
の
旅
』
と
表

現
し
て
い
る
」と
水
谷
教
頭
。

１
年
生
の
国
内
旅
行
（
２
泊

３
日
）
、
２
年
生
の
海
外
旅

行（
約
１
週
間
）が
心
の
旅
、

い
わ
ゆ
る
修
学
旅
行
に
あ
た

る
。

　
１
年
生
の
国
内
旅
行
は

「
日
本
を
知
る
」
を
テ
ー
マ

に
、昨
年
は

月

～

日
、

岩
手
県
の
田
野
畑
や
滋
賀
・

名
古
屋
、
飛
騨
、
南
東
北
、

南
三
陸
・
仙
台
の
５
コ
ー
ス

で
実
施
。

ク
ラ
ス
あ
る
た

め
、
１
コ
ー
ス
あ
た
り
２
～

３
ク
ラ
ス
で
行
動
し
た
。

　
例
え
ば
、
３
ク
ラ
ス
計
１

２
２
人
（
う
ち
女
子

人
）

が
参
加
し
た
滋
賀
・
名
古
屋

コ
ー
ス
は
「
知
ろ
う
！
　
見

よ
う
！
　
楽
し
も
う
！
」
が

テ
ー
マ
。
４
教
諭
の
引
率
の

も
と
、

日
朝
に
学
校
を
出

発
し
、
名
古
屋
市
内
見
物
や

陶
芸
体
験
（
瀬
戸
焼
）
、
彦

根
城
見
学
、
滋
賀
県
日
野
町

で
の
農
村
体
験
な
ど
を
行
っ

た
。す
べ
て
バ
ス
で
の
移
動
。

１
泊
目
は
名
鉄
犬
山
ホ
テ

ル
、２
泊
目
は
民
泊
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
生
徒
の
小
遣
い
は

５
千
円
。

　
各
ク
ラ
ス
に
男
女
１
人
ず

つ
の
旅
行
委
員
を
決
め
、
そ

の
中
の
１
組
が
コ
ー
ス
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
。
「
旅
行
委
員

は
生
徒
の
挙
手
で
決
ま
る
。

自
分
の
力
を
こ
の
場
で
発
揮

し
た
い
と
考
え
る
生
徒
が
い

る
の
は
心
強
い
」
と
佐
久
間

慎
一
教
諭
は
目
を
細
め
る
。

　
「
現
地
の
人
々
と
の
触
れ

合
い
や
実
体
験
を
重
視
す

る
」（
佐
久
間
教
諭
）
と
あ
っ

て
、
日
野
町
で
の
農
村
体
験

（
２
日
目
）
が
今
回
の
メ
イ

ン
。
近
江
日
野
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
協
力
を
得
た
。
農

村
体
験
で
何
を
や
る
か
は
各

家
庭
の
判
断
に
任
せ
、
学
校

側
か
ら
注
文
は
つ
け
な
い
。

着
い
て
初
め
て
何
を
す
る
か

分
か
る
だ
け
に
、
生
徒
の
反

応
も
さ
ま
ざ
ま
な
よ
う
だ
。

　
１
軒
の
家
庭
に
生
徒
３
～

４
人
が
泊
ま
り
、
畑
で
の
農

作
物
の
収
穫
や
野
菜
洗
い
、

農
機
具
の
手
入
れ
、
ご
飯
の

準
備
、
片
付
け
、
住
人
と
の

懇
談
や
ゲ
ー
ム
な
ど
日
ご
ろ

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
日
常

を
過
ご
し
た
。
翌
日
も
農
村

体
験
を
し
、

日
夕
に
学
校

着
、
解
散
。

　
男
子
生
徒
は
「
農
村
体
験

で
は
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の

な
い
落
花
生
の
収
穫
や
草
刈

り
と
い
っ
た
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
。
ト
ラ
ン
プ
や
卓
球

で
は
民
泊
の
方
々
と
一
緒
に

盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き

た
。
夜
に
は
自
分
た
ち
の
将

来
に
つ
い
て
の
話
を
し
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
」

と
感
激
。

　
当
初
、
民
泊
に
気
乗
り
は

し
な
か
っ
た
と
い
う
女
子
生

徒
は
「
田
舎
な
ら
で
は
の
空

気
、
自
然
の
豊
か
さ
を
身
と

心
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
名
物
の
う
い
ろ
う
を
作

ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
ご
飯

を
作
っ
た
り
、
昔
な
が
ら
の

遊
び
も
教
え
て
も
ら
っ
た
。

今
は
一
番
の
思
い
出
に
な
っ

て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
手
放
さ
な
い
世
代
だ

が
、
「
持
っ
て
い
く
こ
と
は

認
め
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
わ
き

ま
え
て
使
用
す
る
よ
う
指
導

し
た
。
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く

れ
た
」
と
佐
久
間
教
諭
は
感

心
す
る
。

　
旅
行
先
は
、
２
泊
３
日
で

４
万
円
と
い
う
料
金
を
上
限

に
、
旅
行
業
者
に
提
案
し
て

も
ら
う
。旅
行
業
者
４
社
が
、

各
社
２
～
３
案
提
示
し
て
く

る
と
い
う
。
「
心
の
旅
を
理

解
し
て
く
れ
、
安
心
・
安
全

は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
し
っ
か
り
し
た
と
こ
ろ

を
選
ぶ
。
単
な
る
旅
行
手
配

で
は
な
く
、
一
緒
に
考
え
て

い
た
だ
け
る
こ
と
も
大
切
」

と
水
谷
教
頭
は
強
調
す
る
。

　
一
方
、
２
年
生
の
海
外
旅

行
は
毎
年

月
、
韓
国
、
ベ

ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
３
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
実
施
し
て
い

る
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
野
を
持
つ
た
め

に
は
自
分
の
目
で
世

界
を
見
て
、
文
化
の

違
い
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
大
切
」
と
い

う
考
え
か
ら
だ
。
コ

ー
ス
は
希
望
選
択
制
だ
が
、

希
望
者
が
多
い
時
は
学
校
側

で
調
整
す
る
。
費
用
は
１
年

次
か
ら
積
み
立
て
、

万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
韓
国
へ
の
旅
行
は
早
く
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
日
本
で

は
２
番
目
に
長
く
や
っ
て
い

る
と
い
う
。
韓
国
政
府
か
ら

表
彰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
後
、
成
長
著
し
い
ベ
ト

ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
加
わ

っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
へ
の
旅
行
は
向
上
高
校

が
初
め
て
と
い
う
。

　
こ
の
旅
行
が
海
外
初
体
験

と
い
う
生
徒
も
少
な
く
な

い
。
「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得

に
は
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要

に
な
る
が
、
取
り
寄
せ
る
こ

と
も
教
育
の
一
環
、
生
徒
自

身
で
や
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
」
と
佐
久
間
教
諭
。

　
心
の
旅
（
修
学
旅
行
）
と

は
異
な
る
が
、
米
国
の
姉
妹

校
と
の
交
換
留
学
も
実
施
し

て
い
る
。


